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灌注＋天敵 無処理

灌注＋天敵 無処理アザミウマ類頭数

被害度

天敵放飼 10/5

※薬剤灌注は9/5

4 秋期のいちご栽培におけるアザミウマ類の被害軽減対策

定植前の灌注剤（モベントフロアブル、ベリマークＳＣ）処理と天敵（ククメリスカ
ブリダニ）放飼を組み合わせることで、秋期のアザミウマ類の発生を抑制し、果実被害
を軽減できることを明らかにしました。

【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
農業総合研究センター 病理昆虫研究室・028-665-7149

・アザミウマ類による果実被害は、温
暖化や作型の早期化により秋期に増
加しています。

・特に秋期はいちごの単価が高く、被
害の影響が大きいため、現場で導入
しやすい防除技術を検討しました。

・定植前の灌注剤（モベントフロアブ
ル、ベリマークＳＣ）処理と天敵

（ククメリスカブリダニ）放飼を組み
合わせることで、アザミウマ類の発
生を抑制し、秋期の高品質果実の安
定生産につながります。

【研究内容・成果】

研究課題名：いちごのアザミウマ類のＩＰＭ防除体系の確立

・灌注剤と天敵を併用した区では、無処理区
に比べてアザミウマ類の増加が抑制され、
果実への被害度も低く推移しました。
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